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家庭 洗 濯に お ける す すぎ に 関 する 検討
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〔 目的 〕 洗 濯時 の す すぎ方 法 につ い てa, 二椿 式 洗濯 機 の場 合， 流 水 すす ぎか 消 費 実熊 の 大半を 占 めて

い る。 そ の際 のす すぎ 終了 の目 安 とし て は， すす ぎ時 間 と共 に すす ぎ 液の 泡切 れ が重 視 さ れてお り. そ

の平均T  T ぎ 時 間 は15 皿／min. の流 速で10 分間 近 くに なる も の と推定 さ れ る。 我 々 はこ の流 水 すす ぎ時

間を 変 化 させ た場 合 の 被洗 布 に及 ぽ す影 響を 明 らか に する こ とを目 的 とし て ，節水 タ イプ を 含む 市販 粒

状洗 剤を 用 いて ，界面 活 性剤 残留 量 ，被洗 布 の黄 変 ，損 傷に つ き検 討し た。

〔 方 法〕 洗 浄機 器； 家 庭 用二 槽式 洗 濯 機. 洗 浄・ す すぎ 温 度; 25 ℃, 浴量;  30 £ ， 浴比i    1   :  30  (衣 料

重 量it ; 綿／ 化 繊=  7 ／3)    . 使 用 水； 総 硬度3 °DH, 鉄 硬度0.  lppia，流 水 速度;   15必／Bin.  . すす ぎ時

間:   0 .    5 ,   10分 間　　 なお， 被 洗 布 の界 面活 性 剤残 留 量 はＨＰ Ｌ Ｃに よ り定 量し た。

〔結 果〕

① す すぎ時 間 によ る 被 洗布 へ の界 面 活性 剤残 留 量 は洗剤 間 で 大 差な く， い ずれ も流` 水 す すぎ ５分 間で 概

ね平 衡 に達 する 。

② す すぎ 時間 を ５ 分間 と10 分間 と し. 洗m 一着 用 の繰 り返 しを20 回 行っ た 場合 で も被 洗 布へ の 界面 活性

剤 残留 量に は 差か 認 め られ ない。

③ すすぎ 時 間を 長 く す るにつ れ て ，被 洗 布の重 量減 少や ほつ れの 発生 が 顕著 とな る。 ま た ，すすぎ 水中

に 含 ま れる鉄 が 被 洗布 に付 着し. 被 洗 布の 黄変 が促 進 さ れる。 こ の 傾向 は 綿布 で 顕著 であ り ，すす ぎ時

間を ５分 間 と10 分間 で 比較 し た場 合 に は， 両者 間に 有 意 差が 認 めら れ る。

以 上 の 結果 より ， 被 洗布 に対 する 界面 活性 剤 残留 量 の観 点 から， 流水 す すぎ は ５分間 程 度で 終了 し て

も 特に 問 題 なく， 被 洗 布 の黄変. 損 傷防 止 の観 点か ら も すす ぎ時 間 を長 く す るこ と は好 まし く ない 。
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目的　慄来ヵヽら便用されている-;* 化協汰人工汚梁舶J. 作製が簡平が再像性に憬れ ている

が冶ヽ成洗剤中のトリポ゚リリン酸塩 のど/I- グー効果を正しく反映しい 仁ヽ^ 、洗剤の九浄力

評価の 川s 法としては採 用されI いない。迩年合成洗剤の無りソ化ぷ 定着してさている

が、本研孔ではトI) 抑J 'Jソ蔽虚に替わるゼオライI  配合茄靭が。従来の油化協珠人工巧

依布で、どの程度正碓に洗浄 力を評 価しう わ をヽ検討しIt。$  Tz これと併it フラ イオンK

Ｋにより開拓､! れrこ7 ンハ
、7 質

配が 豊ぶ人工巧垢布'^<)作裴を試み. : れら ＼^ 天然えり汚垢

希!｡のに較 を、ゼオライト 配が1 刺お1 び2  ■ 3 の市販酵 素配合先剤を用いI  棟討L  rこ。

方法　９ンげフ% 配合湿式人工汚垢布の作製はう1 オンK  K 法に準じに 。但し汚垢成合の
令散には、東気象庭用ミ キサー を便用し.    回転数は水負奇時で･0000 り とヽしに。汚柴崎の

建伴には穣碑^B  H  －2 ひ^  －ラーを用い付着董の均 一化&  II t)ヽ、fこ。表面反射率 釧:z

％の汚垢布k!5  X 5 匹iこ践断し充帰試験に用いrc。迄冴試験機 はq  －ゴ リ-  フ-  ^ 便用、
遊応 に30  kし- 湿度･ 嗅ir ・ つけ置き時間等・ 粂件を受えz  -;t浄しr=. 天然えり汚垢希

は了I　S  K 337目こよ。rこ。

結果　2 種り

垢布と｡同様の傾向を示t がづt 浄効率の絶対値は油fc 協汰が低い。的’C 農浄ではﾀ 献) の

紬果と 呉々t) ライ オン沃 の巧垢布X の゙農場 カカ<低T し.   え｡') 巧垢キとの対応ヽが得られ^sヵ

つ沁　 この釦こついては巧梁漬の々散3  ̂浅 尊を磨めて旅討t る。 、奥唄ら. 油化営30,4-32
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